
地元食材を取り入れ仲間たちと考えました
中学生学校給食選手権で受賞

　中学生が学校給食の献立の作成・調理を行い、献
立の特徴などを発表する中学生学校給食選手権で、
坂本中学校がふるさと自慢献立賞を受賞しました。
「岐阜県のおいしい食材を知れる！地産地消給食」
と題し、秋の味覚を使った中津川自慢の栗おこわ、
恵那どりの加子母トマト煮込み、山ごぼうのきんぴ
ら、野菜と栄養山盛り汁、りんご、牛乳という地元
食材満載の献立です。

学校教育課（☎内線4234） 県内30校の中から選ばれました
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岐阜県学校給食会問

 鳥獣被害対策を学びました
1/19　鳥獣被害対策の出前講座

　阿木高校の生産科学科３年生を対象に鳥獣被害対
策の出前講座を開催しました。鳥獣被害防止活動に
携わる鳥獣被害対策実施隊員と市職員が講師を務
め、地域の農業被害状況や対策について説明をしま
した。また、鳥獣捕獲に使用しているわなを使った設
置実演もあり、生徒にとって地域の実情や鳥獣被害
対策を知る良い機会となりました。

有害鳥獣対策室（☎内線264）

実際にわなを仕掛ける様子を見学 阿木高等学校

問

文化財を火災から守るために
１/26　第70回文化財防火デーに伴う火災防ぎょ訓練

　昭和24年１月26日は法隆寺金堂壁画が焼損した
日であり、また火災が多発する季節でもあります。毎
年この日を文化財防火デーとし、貴重な文化財を火災
から守ろうと全国的に防火訓練などを実施していま
す。消防本部では、苗木城跡に林野火災が迫っている
という想定のもと、関係機関と連携し遠距離送水訓
練、林野火災の延焼に対する火災防ぎょ訓練を行い
ました。

警防課（☎66-1194） 想定に基づいて防火訓練を行いました 苗木城跡問

たくさんのご支援をいただいています
令和6年能登半島地震災害義援金

　1月5日の募集開始直後から多くの方々のご支援・
ご協力をいただき、ありがとうございます。
　2月6日現在、市民の皆さん、中津川市消防団様、か
やの木芸術舞踊学園（舞踊ゆきこま会）様、㈱吉川工
務店様のほか、事業所や学校などから１，138万４，
172円の義援金をいただき、随時日本赤十字社へ送
金しています。

　社会福祉課（☎内線616）
㈱吉川工務店様（上）、舞踊ゆきこま会様（下）　 市役所

問
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工事用車両の特性を知ろう！
２/２　坂本小学校でリニア工事用車両を用いた交通安全教室

　坂本地区では、中央新幹線建設工事の関連工事を
含め多くの工事用車両が運行しています。ＪＲ東海と
市は、車両の特性や危険性を理解してもらい、児童と
事業者の交通安全意識を向上させるため、工事用車
両を用いた交通安全教室を開催。ペットボトルを設置
した曲がり角を実際に車両が曲がることで内輪差が
発生することを確認し、交差点での停止位置次第で
巻き込まれる危険性があることを学びました。

リニア対策課（☎内線213）

研究の成果を熱く語る
2/10　中津川市域学連携成果発表会

　高校生や大学生が、地域と連携して行なったさま
ざまな研究の成果を広く市民の皆さんに知っていた
だき、ご意見をいただいて今後の活動をより良いもの
にするために成果発表会を行いました。ライブ配信の
視聴者や、地域の方など約120人が参加し、活動の
成果を多くの方に伝えられました。会場で参加された
方は、学生の熱のこもった発表にうなずきながら聞い
ていました。

　市民協働課（☎内線327）

工事用車両による実演を見学する児童たち

発表する生徒たち ひと・まちテラス

坂本小学校問

問

 

奥田　喜久枝さん（蛭川）
おく　だ　　　　き　 く　え た　ぐち　　  しず   お

田口　　夫さん（落合）

高齢支援課（☎内線604）問

　区長会連合会と市は、2050年までにCO₂の実質排出量ゼロを目指す「ゼロカー
ボンシティ」を共同で宣言し、各地域における環境保全の実施目標を定め、地球温
暖化防止に取り組んでいます。
　市内６地域では、家庭内から排出される廃食用油を「可燃ごみの回収日」に合わ
せて事業者が有償で回収し、精製してBDF(バイオディーゼル燃料)を製造する取り
組みが進んでいます。
　この取り組みを多くの地域で実施できるよう推進しています。

持続可能な中津川へ  〜あなたにもできるＳＤＧｓ〜⑯　
政策推進課（☎内線381）

地域でゼロカーボンシティの推進
「家庭で使用した廃食用油の回収」

問


